
京都市営地下鉄烏丸線は、京都市内の南北を結ぶ重要な鉄道路線です。沿線には、京都府庁や文化庁などの官
公庁や大学、観光地が多くあります。一方で、各駅の周辺事業所の産業構造はどのようになっているのでしょうか。
今回は、「経済センサス－活動調査」の結果を基に地理情報システム「地図でみる統計（jSTAT MAP）」を
活用して、各駅の周辺事業所を分析していきたいと思います。

駅周辺の範囲は、烏丸線の各駅がある場所に緯度・経度のデータを使っ
てピンを置き、半径１km圏内（徒歩 15 分を想定）にエリアを設定しま
した。（図）
エリア内の事業所数（お店等）は、jSTAT MAPのレポート機能を使っ
て、平成 28年経済センサス -活動調査の統計データを基に調べました。
なお、駅ごとのエリアを500mメッシュ統計から面積按分で推定しています。

各駅エリアの産業構造の特徴を把握するため、産業ごとの事業所数の構
成比を特化係数で示しました。（表）
統計の分析手法である特化係数とは、京都府の構成比を基準（＝ 1.0）
として、比較したいエリアの構成比が京都府と比べてどの産業に特化して
いるかを示す指標です。
特化係数が１より大きい場合は、各駅エリアにおいて該当産業の事業所
の割合が高くなっていることを示します。

表の結果から、都心部の駅周辺では情報通信業、金融業 ,保険業、学術研究 ,専門・技術サービス業などの産業が
集中していることが分かります。また、くいな橋駅周辺では、運輸業 ,郵便業の特化係数が高くなっています。

このほか、jSTAT MAPでは、店舗周辺の住民属性（年齢層・性別）などの統計データを可視化することが
でき、効率的な商圏分析が可能です。利用者のニーズに沿った地域分析が可能となるような様々な機能がありま
すので、皆さんもぜひ一度お試しください。

経済センサスからみた駅周辺の事業所

表　地下鉄烏丸線各駅エリアにおける産業の特化係数
　　　　　　（各駅エリアの産業構成比を京都府の産業構成比で割った係数）　（京都府＝1.0）

出典： 地 図 で みる統計「jSTAT MAP」
（https :// jstatmap.e -stat .go . jp/
trialstart.html）及び総務省・経済産
業省「平成 28 年経済センサス -活動
調査」を基に作成

　注： 事業所数が小さい「Ａ～Ｂ 農林漁
業」、「Ｃ 鉱業，採石業，砂利採取業」、
「Ｆ 電気・ガス・熱供給・水道業」
及び「Ｑ 複合サービス事業」は除い
て計算
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